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「明Ij方Jを意味する 「東雲<しののめ>Jと 名付

けられた橋周辺には、250本のソメイヨシノが咲き

誇ります。椴の時期には多くの花見客が訪れ、夏に

は鮎を追う的。人たちで賑わい*す。下野近代医学

発祥の地であり、 江戸時代lごは矯下流に 「河岸jが

霞けられ、 舟運の要衝でもありました。
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を司る神様で〉々、伽異土の神といい、let宕様の祭神望号
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寛治ち年(1091)の創建と伍えうれと祭神lま天照大神・天武天皇・

倉人規王aかつては麟制と称していましたが壬生の開制

主壬生四醐 期、その祖である小齢雄公を合置して祉号を

改めました.実和5年(1685)、時の続主三浦壱厳守が社殿を造

営してし1ます。9百年にわたり壬生の総氏神として広く篤い信仰

を集めていま"9.銅製の鳥居lci:県指定文化財!と怒ってl，¥ます。

癒永年間(1394~1428)、良納よ人によって禰羽田 国の指定史跡となっている前方後円震です。墳Eは

に開かれ、慶安4年(1651)徳川家光公のお骨を日光 二候に造られ、全長が約77m、高きが約5mありま

に送納するに先立ち、本陣松本家の隠居所であった現 す。境丘のぎわりには、逆盾影iζ堀と土塁が廻って

地に移つ、通夜が行われた寺ですe この時幕府から、 い*す。恕お、前方都に語Eられている愛宕神社|ま、

「葵Jの紋が贈られています。子育て呑程土人像を尊置 元禄の頃� (1694)、壬生械主松平輝寅が壬生織の

し、 他i亡、戊辰戦争の政府軍宮修墓地などがありますの 鬼門除けとして建立したと伝えられています。

績nlま三段からなり、その直径は80mを越える県内

屈指め大円境です。 塚の周りには‘深L¥堀と土星が廼

り、古墳が造5れた当時の姿を現在lζ留めていぎす。

墳丘南側にI，巨大な凝灰岩で造られた横穴式石室がa:

口を開Ijています。 牽塚古墳は、壬生地内の穴型古績

の中では、重量後の権力者のお墓と考えられていぎす。

牛塚古墳は、索側にある車塚古績とともに、 国の指定

史跡となってl，¥*す。墳Eの全長|ま4フmほどあち、上

か5見た形が帆立貝に似ていることか己、帆立貝型の

前方後円墳と呼ばれていますe 現在、堀のほとんどは

埋もれていぎすが、近年の発1屈讃査!とより、車塚古蹟

同様深い掘と土塁が廻っていたととが確認されています。

実台宗の第三世座主慈寛大師円仁(794~864)
のお生まれになった所として有名です@

境内!とは、大師E誕生の折にその水を便コたといわ

れる 「産湯の井戸」 や、 樹齢約4~5百年、 寓さ22 

m、周囲6.1mlても友13i芙然記念物の 「ったいちょう」

芯どがあります。

壬生初代続主 壬生筑後守j勧業公が、室町中期寛正� 

3年� (1462)創建した曹洞宗の寺。江声中期かう、

壬生城主婦唐家の菩提寺と芯りました。豪商加藤

作太夫一族の墓、御輿匡� (関方医)斎藤玄畠先生

(二宮尊徳先生の主治医)歴代の墓等があります。

開山手植えの糸ひlまは、 樹齢約550年。

江戸時代の正徳2年(1712)から明治維新まで、代

々壬生藩主であった鳥居家の先祖 ー鳥居元想公を配

る社です。境内の 「畳塚」 は、 元忠公が伏見城で自

刃した際血を流した畳が、江戸波伏罵櫓陪ょにおか

れていたわt、明治維新により城を明け;獲されるとき

に、その畳を埋めたとぎれぎす。

壬生械の本丸跡lこ整備された公園で、おしゃれなブロ

ンズ像や噴水が、訪れた人遼の心をなごぎせてくれま

す。壬生授は、文明年間 ( 1 469~8フ)壬生網重の築

織といわれ、 明治維新まで代々領主の本拠となってい

歴史民俗図書館した。 公園内には、中央公民館きま

資料館があり、 教育女化の拠点iこなってし1ぎす。

平安時代の開創と伝えられる莫言宗の古利。江戸崎 鉱繋が、京都かう勧請しj壬生に城を築いた小槻彦五郎約皇 (l町を36!こ江戸時代に、 江戸日本橋を基点当院は、 軍事永年間(1 8L旧~54)伊勢E々事のカ々に週い、
代は壬主主域主代々の祈願所で、本警の格式を誇った て肥った地蔵耳章。「縄解jとleI:苦しみから解放される乙す。京都市の愛宕神社を総本山として、 全国にiiiE!られ に設けられた塚で、塚の上� 1)とレ、街道の両領)4km

さえ解放されたと言い伝苦言るとで、信仰によコて'罪(fj榎が植えられました。ごlては主|滅主、5)~91 692(も充録時代頃で町当。すまていこ、元禄lそうですが、今は庶民の懇える静かな境内世・窓外相尚の手によって現在の本24、当院2)186(年之

京都浴西め壬生寺「縄白地蔵醤薩jれ、5え設けう才� 1ζ圭生一里塚は、白うそ西街道造営されE松平輝貞公が、火防の守りと して愛宕神社宅建築の本堂、薬師堂などが)1703688~(1年間(198隼0)198(王手55堂力寝立され 昭和� に客殿、60 5) 1た一つで、 江 、三重県名

には庫裡b哩てられました。 壬生藩りつお抱え絵師平出雪耕� 
たたすんでいます。下野三十三観音Z霊場の一つで、

ましたe 表町5力町の守り神として、親しまれていま 戸日本矯より� 23里� (約92km)の地に当たります。 張市の 「延命地蔵苔藍!とともに、「日本三体地蔵軍事j
かや)の穴樹モ，a5/Jぎす。町指定芙然記念物の懐 (

があります。理」入品JJた直訓を顕彰し

堂潜伽藍 ・日記古直簡をすべて焼かれました。焚久

と呼ばれています。毎月4月下旬に例祭があります。(1749~1823) す。8月24日の例祭にlet，子供相撲が泰納されます. 国指定史跡。
平成� 15年、本堂1ま老朽化が目立コため修復された。


